
     中高一貫だより 第１号  （通算 69号）      令和４年６月 29日発行 

 

 

 

 

 

 

えりもの子はえりもで育てる、地域と共にある学校づくり 

 えりも地区連携型中高一貫教育推進委員長（北海道えりも高等学校長） 村 木 宗 徳  

 

 えりも中学校とえりも高等学校における連携型中高一貫教育は、「中学校と高等学校が地域を

交えて緊密に連携し、えりも地区の生徒の確かな学力、豊かな人間性、たくましく健康な心身を

育成する」基本理念の下、今年度で 17年目を迎えることとなりました。 

 これまで、両校の生徒会によるいじめ根絶に向けた取組や、百人浜における植樹、剪定等の自

然体験活動、部活動交流、教職員による授業交流のほか、小学生も対象とした各種検定試験の実

施など、様々な取組を行ってまいりました。 

 特に、高等学校の教員が中学校に出向き、中学生を対象に授業を行う「乗り入れ授業」におい

ては、今年度は、数学科と英語科の教員が週に４時間中学校に出向き授業を行い、確かな学力の

一層の向上に努めているところであります。 

 また、今年度からは、小中高の学びの連続性を視野に入れた「キャリア教育（児童生徒が、自

らの在り方生き方について考える教育）」を推進するために、高校生と小学生、中学生が交流す

る活動を行うことはもとより、生徒が、地域の歴史や文化、産業などについて理解を深めるため、

地域の方々を講師に迎えた教育活動や交流なども可能な限り取り入れて行くことを考えており

ます。 

 皆様におかれましては、このような教育活動にご理解とご支援をいただきますよう、今後とも

よろしくお願いいたします。 

 

中高一貫教育の取組 
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